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第６号( 1 )

日本電機工業会など、３業界団体に要請

春闘勝利！「１日行動」

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
は

２
月
24
日
、
春
闘
方
針
で
宣

言
し
た
電
機
・
情
報
関
連
産

業
を
代
表
す
る
業
界
団
体
へ

の
要
請
行
動
「
１
日
行
動
」

を
、
米
田
徳
治
委
員
長
を
先

頭
に
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

行
動
は
、
早
朝
の
三
菱
電

機
本
社
で
の
宣
伝
を
皮
切
り

に
、
電
子
情
報
技
術
産
業
協

会
へ
の
要
請
↓
ビ
ジ
ネ
ス
機

械
・
情
報
シ
ス
テ
ム
産
業
協

会
へ
の
要
請
↓
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
東
京
ビ
ル
で
の
昼
休
み
宣

伝
↓
日
本
電
機
工
業
会
へ
の

要
請
↓
ソ
ニ
ー
シ
テ
ィ
大
崎

で
の
夕
方
宣
伝
と
、
１
日
行

動
を
展
開
し
ま
し
た
。

要
請
は
、
冒
頭
に
米
田
委

員
長
が
要
請
文
「
２
０
１
２

年
春
闘
に
あ
た
っ
て
の
要
請
」

を
読
み
上
げ
、
そ
の
後
に
具

体
的
な
事
例
を
要
請
団
（
米

田
委
員
長
、
中
村
副
委
員
長
、

森
書
記
長
）
が
補
強
説
明
し

ま
し
た
。

要
請
を
受
け
た
各
業
界
団

体
は
「
我
々
の
団
体
は
、
業

界
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く

こ
と
が
役
割
で
、
労
務
関
係

に
つ
い
て
は
扱
っ
て
い
な
い
」

と
戸
惑
い
感
が
あ
り
ま
し
た

が
、
ユ
ニ
オ
ン
側
の
話
を
30

分
か
ら
45
分
間
に
わ
た
り
真

剣
に
耳
を
傾
け
る
な
ど
、
真

面
目
な
態
度
で
対
応
し
ま
し

た
。各

業
界
団
体
の
対
応
は

「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
問
題
に
つ
い
て
は

気
に
留
め
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｓ

Ｒ
だ
け
だ
と
、
Ｈ
Ｐ
へ
の
掲

載
も
可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、

他
の
要
請
項
目
が
あ
る
の
で

…
」
「
も
の
づ
く
り
に
対
す

る
危
機
感
は
持
っ
て
い
ま
す
」

「
要
請
に
つ
い
て
は
、
会
員

会
社
へ
は
踏
み
込
ま
れ
な
い

が
、
伝
え
ら
れ
る
こ
と
は
伝

え
ま
す
」
「
発
足
し
て
間
も

な
い
の
に
、
随
分
と
ご
活
躍

で
す
ね
」
な
ど
、
ユ
ニ
オ
ン

と
共
有
で
き
る
考
え
や
前
向

き
な
話
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
窓
口
担
当
が
不
在

の
た
め
に
要
請
で
き
な
か
っ

た
電
機
・
電
子
・
情
報
通
信

産
業
経
営
者
連
盟
に
は
日
本

電
機
工
業
会
の
対
応
者
に

「
要
請
書
」
を
託
し
、
情
報

サ
ー
ビ
ス
産
業
協
会
と
情
報

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
産
業
協

会
に
は
、
「
要
請
書
」
を
郵

送
し
ま
し
た
。

早
朝
に
は
三
菱
電
機
本
社
、

昼
休
み
に
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

東
京
ビ
ル
１
・
２
・
３
号
館
、

夕
方
に
は
ソ
ニ
ー
シ
テ
ィ
大

崎
で
の
宣
伝
行
動
を
行
い
ま

し
た
。

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
で
の
宣
伝

行
動
で
は
、
警
備
や
勤
労
担

当
者
が
大
慌
て
で
警
戒
に
あ

た
る
な
ど
、
会
社
に
大
き
な

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
ま
し
た
。

今
回
の
「
１
日
行
動
」
は
、

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
の
産

業
別
労
働
組
合
と
し
て
の
役

割
を
示
す
取
組
み
に
な
り
ま

し
た
。

今
後
も
、
業
界
団
体
へ
の

要
請
や
協
議
の
申
し
入
れ
を

継
続
し
て
行
い
、
業
界
団
体

に
影
響
を
与
え
る
関
係
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

要
請
に
応
え
た

３
業
界
団
体

日
本
電
機
工
業
会
に
要
請

行動スタート！
三菱電機本社前での宣伝行動

早
朝
、
昼
休
み
、
夕
方
に

宣
伝
行
動

産
業
別
労
働
組
合
を

広
く
ア
ッ
ピ
ー
ル

第 ６ 号 の 紹 介

１面 日本電機工業会など、３業界団体に要請
２面 群馬労働局が是正指導！沖データの違法派遣

山下芳生参院議員らと、リストラ問題で意見交換
米田委員長メッセージ ④

３面 「統一ビラ」３万枚、最後の１枚まで届けましょう
「統一ビラ」９０００枚配布 東京支部
大リストラに反撃を！ 関西地本

４面 交流のひろば、告知板

最
近
、
関
西
地
本
の
労
働
相

談
件
数
が
急
激
に
増
え
て
い
ま

す
。
現
在
、
解
決
間
近
の
案
件

も
含
め
５
件
の
団
体
交
渉
を
並

行
し
て
進
め
て
い
ま
す
。
数
年

前
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
事

態
で
す
。
根
底
に
は
昨
今
の
電

機
各
社
の
激
し
い
リ
ス
ト
ラ
が

あ
り
ま
す
が
、
ま
た
、
ユ
ニ
オ

ン
が
社
会
的
に
認
知
さ
れ
、
各

方
面
か
ら
の
紹
介
が
増
え
て
き

た
こ
と
も
影
響
し
て
い
ま
す
。

資
本
か
ら
の
理
不
尽
な
攻
撃

を
受
け
、
様
々
な
生
活
背
景
、

考
え
方
を
も
っ
た
人
た
ち
が
藁

を
も
つ
か
む
気
持
ち
で
ユ
ニ
オ

ン
に
相
談
に
訪
れ
て
き
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
共
通
の
要
求
で

団
結
す
る
と
い
う
労
働
組
合
の

原
点
に
立
ち
返
り
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
民
主
的
な
運
営
に
気
を

配
り
、
ど
ん
な
組
合
員
に
と
っ

て
も
我
が
家
に
帰
っ
て
き
た
よ

う
に
居
心
地
の
良
い
ユ
ニ
オ
ン

で
あ
っ
て
欲
し
い
も
の
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ユ
ニ
オ
ン
が
単
に
労
使
紛
争

の
解
決
の
場
で
あ
る
こ
と
を
越

え
て
、
人
と
人
の
絆
を
結
び
、

生
き
る
糧
と
な
れ
ば
、
こ
れ
以

上
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定
年
を
過
ぎ
て
か
ら
電
機
ユ

ニ
オ
ン
と
係
わ
り
、
あ
ま
り
に

も
酷
い
、
昨
今
の
労
働
実
態
に

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

十
分
な
教
育
も
受
け
ず
即
戦

力
を
求
め
ら
れ
、
低
賃
金
の
上

に
短
期
契
約
に
よ
る
雇
用
不
安
、

パ
ワ
ハ
ラ
や
精
神
障
害
な
ど
・
・

許
せ
な
い
事
ば
か
り
で
す
。

私
が
社
会
人
に
な
っ
た
頃
は
、

労
働
組
合
の
教
育
で
、
労
働
者

と
し
て
の
考
え
方
や
権
利
な
ど
、

学
校
で
は
教
わ
ら
な
か
っ
た
、

大
事
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

そ
し
て
「
労
働
者
は
、
闘
わ

な
い
限
り
、
生
活
も
権
利
も
、

守
れ
な
い
ん
だ
」
と
も
教
え
ら

れ
ま
し
た
。

47
年
も
前
の
こ
と
で
す
が
、

現
在
の
悲
惨
な
働
か
さ
れ
方
を

見
る
に
つ
け
、
労
働
組
合
の
存

在
意
義
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

昨
年
、
日
立
の
仲
間
か
ら
Ｔ

Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
の
効
用
を
聞
き

ま
し
た
。

定
年
を
機
に
藁
を
も
つ
か
む

思
い
で
始
め
て
み
ま
し
た
。
Ｐ

Ｃ
の
操
作
に
疎
く
ぼ
ち
ぼ
ち
と

ツ
イ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

震
災
後
の
原
発
・
放
射
線
情

報
、
ふ
る
さ
と
い
わ
き
市
の
情

報
な
ど
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し

た
。大

手
の
メ
デ
ィ
ア
、
個
人
情

報
、
学
者
、
タ
レ
ン
ト
な
ど
多

様
な
情
報
、
多
様
な
つ
ぶ
や
き

が
飛
ん
で
い
ま
す
。
職
場
で
の

は
な
し
等
も
期
待
し
て
い
ま
す

が
、
少
な
い
で
す
ね
。

活
用
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
、

ツ
イ
ー
ト
し
ま
せ
ん
か
。
ま
だ

の
方
、
こ
れ
か
ら
の
方
ツ
イ
ー

ト
し
ま
せ
ん
か
。

★
初
め
て
迎
え
た

春
闘
の
取
り
組
み

で
、
産
業
別
労
働

組
合
と
し
て
の
電

機
・
情
報
ユ
ニ
オ

ン
を
体
験
し
ま
し

た
。

春
闘
方
針
づ
く
り
、
業
界
団

体
と
の
交
渉
、
「
１
日
行
動
」

の
計
画
と
実
行
な
ど
、
多
く
の

こ
と
を
学
ば
さ
れ
ま
し
た
。

改
め
て
教
え
ら
れ
こ
と
は
、

職
場
の
声
と
要
求
に
基
づ
く
運

動
の
正
当
性
と
力
強
さ
で
し
た
。

★
電
機
・
情
報
関
連
産
業
で
の

人
員
削
減
は
、
マ
ス
コ
ミ
発
表

や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
な
ど
を
独
自
に
調
査

し
て
集
計
し
た
結
果
だ
け
で
も
、

合
計
で
８
万
人
を
こ
え
る
人
数

に
上
っ
て
い
ま
す
。

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
の
活

動
と
組
織
拡
大
が
ま
す
ま
す
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
一
）
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交
流
の

ひ
ろ
ば

あとがき

第６号( 4 )

参加の輪・支援の輪を
広げましょう

☆ 電機懇「学習講演会」

「原発ゼロ再生可能エネルギーへの転換を」
主催：電機労働者懇談会、電機・情報ユニオン

日時：４月２１日（土）１３時３０分～１７時

会場：港勤労福祉会館第一洋室（ＪＲ田町駅から徒歩５分）

内容：１．原発ゼロへ「電機懇の提言」

２．原発製造現場からの報告（東芝、日立）

３．特別報告「東京電力の原発方針と電力

労働者の闘い」

鈴木章治氏（東京電力ＯＢ）

講演：「原発から自然エネルギーへ世界の流れと

日本」 講演者：伊藤千尋氏

ジャーナリスト（朝日新聞）

☆ＮＥＣセミ偽装請負裁判
・３月１６日(金)13時30分熊本地裁

・４月２０日(金)10時30分熊本地裁

☆三菱名古屋派遣切り裁判
・控訴審・名古屋高裁１００３号法廷

・３月２７日(火)１３時３０分～

☆JMIU高見澤電機支部裁判
・控訴審・第３回口頭弁論、東京高裁

・３月２９日(木)１１時００分～

☆パナソニック若狭・正規雇用裁判
・控訴審・第１回口頭弁論、名古屋高裁金沢支部

・4月16日(月)11時30分～

関
西
地
本田

上

三
郎

さ
ん

関
東
地
本笹

野

慎
次

さ
ん

神
奈
川
支
部

鈴
木

登
美
夫

さ
ん
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群馬労働局が是正指導！沖データの違法派遣

群
馬
労
働
局
は

２
月
17

日
、
派
遣

先
で
あ
る
沖
デ
ー

タ
で
働
て
き
た
組

合

員

Ｔ

さ

ん

の

「
労
働
者
派
遣
法

に
基
づ
く
直
接
雇

用
の
指
導
、
助
言

及
び
勧
告
に
関
す

る
申
告
」
に
対
し

て
、
派
遣
先
と
派

遣
元
に
是
正
指
導

を
行
っ
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
ま
し

た
。Ｔ

さ
ん
は
、
２
０
１

１
年
９
月
８
日
、
群
馬

労
働
局
に
申
告
以
後
、

上
申
書
を
は
じ
め
派
遣

先
で
の
実
際
に
行
っ
て

き
た
事
実
を
も
と
に
資

料
を
提
出
し
、
仕
事
の

実
態
が
「
政
令
26
業
務
」

で
定
め
る
専
門
業
務
に

該
当
せ
ず
、
派
遣
期
間

の
制
限
の
あ
る
一
般
業

務
に
あ
た
り
、
指
揮
命

令
系
統
も
指
揮
命
令
権

の
な
い
正
社
員
か
ら
行

な
わ
れ
て
い
た
こ
と
な

ど
、
派
遣
社
員
雇
入
通

知
書
（
兼
）
就
業
条
件

明
示
書
の
記
載
内
容
を

逸
脱
し
て
い
る
こ
と
を

訴
え
て
き
ま
し
た
。

是
正
指
導
の
内
容
は
、

「
労
働
者
派
遣
の
役
務

の
提
供
を
受
け
る
機
関
」

を
定
め
た
派
遣
法
40
条

２
違
反
で
し
た
。

し
か
し
、
派
遣
先
が

派
遣
法
違
反
事
実
が
確

定
し
て
も
、
現
在
の
派

遣
法
で
は
今
後
の
改
善

措
置
が
問
わ
れ
る
だ
け

で
、
過
去
の
違
反
事
実

の
責
任
を
問
う
も
の
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ

ン
は
沖
デ
ー
タ
と
２
回

に
わ
た
る
団
体
交
渉
で
、

Ｔ
さ
ん
の
詳
細
な
資
料

を
基
に
し
て
「
派
遣
法
」

違
反
の
事
実
を
追
及
し

て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、

会
社
は
「
労

働
者
派
遣
法

に
係
わ
る
業

務
実
態
に
つ

い
て
調
査
し

た
と
こ
ろ
、

一
部
不
適
切

な
取
り
扱
い

が
あ
っ
た
こ

と
を
確
認
し

た
」
と
回
答

し
ま
し
た
。

ユ
ニ
オ
ン

は
、
沖
デ
ー

タ
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
を
遵
守
し
企
業
の
社

会
的
責
任
を
果
た
す
こ

と
を
求
め
、
Ｔ
さ
ん
の

直
接
雇
用
の
決
断
を
要

求
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
会
社
は

「
労
働
局
の
判
断
を
待
っ

て
か
ら
」
と
交
渉
を
引

き
延
ば
し
、
直
接
雇
用

に
い
ま
だ
応
じ
て
い
ま

せ
ん
。

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ

ン
で
は
、
沖
デ
ー
タ
に

対
し
明
確
な
違
法
派
遣

を
労
働
局
か
ら
指
摘
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
改
め

て
団
交
で
解
決
を
求
め

て
い
き
ま
す
。

（
米
田

徳
治
）

群馬労働局の是正指導を大きく報じた東京新聞・群馬版

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン

は
、
１
２
年
春
闘
で
何
が

で
き
る
の
か
。
電
機
情
報

産
業
労
働
者
の
要
求
を
ど

う
ま
と
め
る
の
か
。
要
求

を
ど
の
よ
う
に
具
現
化
す

る
の
か
。
課
題
を
抱
え
つ

つ
取
組
ん
だ
の
が
、
２
月

24
日
の
「
電
機
情
報
産
業

業
界
団
体
」
へ
の
申
し
入

れ
行
動
で
し
た
。

要
請
書
は
「
１
２
年
春

闘
生
活
改
善
要
求
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
調
査
結
果
か
ら
、

電
機
情
報
産
業
労
働
者
の

実
態
・
要
求
を
土
台
に
ま

と
め
ま
し
た
。

要
請
の
席
上
、
「
要
求

ア
ン
ケ
ー
ト
を
全
国
で
２

８
０
０
０
枚
配
布
し
、
１

３
０
０
通
を
超
え
る
回
答

が
『
Ｅ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
２
月
号
外
』

で
す
」
と
現
物
を
示
す
と
、

対
応
し
た
ど
の
方
も
関
心

を
寄
せ
ま
し
た
。

産
業
別
労
働
組
合
の
春

闘
行
動
と
し
て
確
か
な
手

ご
た
え
を
感
じ
た
１
日
で

し
た
。

業界団体への要請行動は、大変有意義でした
米田委員長メッセージ ④

中
央
本
部
と
今
井
節
生
電
機
労
働

者
懇
談
会
代
表
は
２
月
15
日
、
日
本

共
産
党
の
山
下
芳
生
参
院
議
員
、
石

灰
睦
夫
幹
部
会
委
員
、
水
戸
正
男
労

働
局
長
ら
と
共
産
党
本
部
で
懇
談
し
、

電
機
大
手
の
リ
ス
ト
ラ
の
実
態
や
た

た
か
い
の
経
験
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
ま
し
た
。

米
田
徳
治
委
員
長
は
「
10
万
人
規

模
の
リ
ス
ト
ラ
が
強
行
さ
れ
て
い
る
。

日
本
経
済
の
あ
り
よ
う
か
ら
大
き
く

と
ら
え
、
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

国
会
闘
争
と
共
産
党
が
持
っ
て
い
る

全
国
的
な
力
の
発
揮
を
」
と
問
題
提

起
と
要
望
を
話
し
ま
し
た
。

山
下
芳
生
参
院
議
員
は
「
有
意
義

な
懇
談
と
な
っ
た
。
現
場
で
の
運
動

と
国
会
闘
争
で
、
リ
ス
ト
ラ
打
開
の

方
向
、
展
望
を
示
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

結成募金

２２８万円

募金への

ご協力

ありがとう

ございまし

山
下
芳
生
参
院
議
員
ら
と

リ
ス
ト
ラ
問
題
で
意
見
交
換

２月１５日、共産党本部で山下参院議員ら
と懇談する中央執行委員

２０１２年３月１０日 電機・情報ユニオン 第６号( 3 )

１２春闘「統一ビラ」

３万枚
最後の１枚まで
配布しよう

現
在
、
電
機
労
働
者
懇
談
会

と
電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
は
共

同
し
て
、
１
２
春
闘
「
Ｅ
Ｌ
Ｉ

Ｃ
」
２
月
号
外
の
「
統
一
ビ
ラ
」

の
３
万
枚
配
布
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

「
統
一
ビ
ラ
」
の
４
面
は
、

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
の
役
割

と
活
動
を
知
ら
せ
る
Ｐ
Ｒ
版
で

す
。

全
国
の
電
機
・
情
報
関
連
産

業
で
働
く
労
働
者
に
、
１
枚
残

さ
ず
届
け
ま
し
ょ
う
。

東
京
支
部
は
、
東
京
電
機

懇
や
職
場
懇
と
共
同
し
、

「
統
一
ビ
ラ
」
配
布
を
計
画

的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

２
月
２
日
か
ら
の
配
布
結

果
は
、
日
立
・
東
芝
・
Ｎ
Ｅ

Ｃ
・
Ｏ
Ｋ
Ｉ
・
富
士
電
機
・

日
本
無
線
な
ど
の
27
職
場
に

対
し
て
、
早
朝
宣
伝
や
夕
方

宣
伝
で
、
の
べ
１
９
８
人
が

参
加
し
、
９
３
７
８
枚
を
届

け
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
１

万
人
リ
ス
ト
ラ
が
発
表
さ
れ

た
直
後
に
実
施
し
た
２
月
６

日
（
月
）
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
本
社
ビ

ル
・
三
田
国
際
ビ
ル
に
19
名

の
参
加
で
約
１
４
０
０
枚
を

配
布
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
１
万

人
リ
ス
ト
ラ
反
対
を
ア
ピ
ー

ル
し
よ
う
と
、
ゼ
ッ
ケ
ン
を

作
り
、
全
員
が
ゼ
ッ
ケ
ン
を

着
用
し
て
配
布
し
ま
し
た
。

ビ
ラ
の
受
け
取
り
は
こ
れ
ま

で
に
な
く
良
く
、
待
っ
て
受

け
取
る
人
も
い
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
最
高
枚
数
９
０
０

枚
の
１
・
５
倍
と
な
り
ま
し

た
。さ

ら
に
、
２
月
13
日
（
月
）

に
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
府
中
で
の
早

朝
宣
伝
（
写
真
）
も
13
名
が

参
加
す
る
中
で
、
１
４
３
０

枚
と
今
ま
で
の
１
・
５
倍
の

受
け
取
り
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
20
日
（
月
）
に
も

北
・
西
門
を
４
名
で
２
７
０

枚
配
布
で
き
、
最
高
と
な
る

１
７
０
０
枚
と
な
り
ま
し
た
。

東
京
支
部
は
、
毎
月
定
期

的
に
「
執
行
委
員
会
」
を
開

催
し
、
多
く
の
労
働
相
談
の

対
応
策
を
具
対
化
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
２
ヶ
月
ご
と
に

開
催
す
る
「
組
合
員
の
集
い
」

で
全
体
の
組
織
的
団
結
も
強

め
て
い
ま
す
。

（
谷
口
利
男
）

１
２
春
闘
「
統
一
ビ
ラ
」
９
３
７
８
枚
配
布

27
職
場
へ
１
９
８
人
が
参
加
し
た
行
動

東
京
支
部

２月13日、ＮＥＣ府中

大リストラに反撃を！ 関西地本

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
１
３
０
０

０
人
の
リ
ス
ト
ラ
発
表
で
、
テ

レ
ビ
事
業
・
半
導
体
事
業
の
縮

小
に
よ
り
、
工
場
閉
鎖
や
拠
点

移
動
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
テ
レ
ビ
・

ビ
デ
オ
事
業
、
半
導
体
事
業
、

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
電
工
ビ
ル
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
、
鳥
取
三
洋
、
三
洋

電
機
関
係
、
富
士
通
テ
ン
明
石

工
場
な
ど
多
く
の
職
場
で
早
期

退
職
制
度
の
募
集
や
遠
隔
地
配

転
が
発
表
さ
れ
、
す
で
に
昨
年

中
に
早
期
退
職
の
応
募
で
退
職

さ
れ
た
人
も
い
ま
す
。

職
場
に
残
っ
た
人
も
遠
隔
地

や
、
通
勤
可
能
な
職
場
へ
の
出

向
な
ど
、
労
働
条
件
が
大
き
く

変
わ
る
中
で
働
い
て
い
ま
す
。

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
と
電

機
労
働
者
懇
談
会
は
力
を
合
わ

せ
、
工
場
門
前
や
駅
頭
、
バ
ス

乗
り
場
な
ど
で
職
場
の
労
働
者

に
ビ
ラ
を
配
布
し
、
労
働
者
を

励
ま
し
て
き
ま
し
た
。

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
電
工
ビ
ル
マ

ネ
で
働
く
３
人
の
労
働
者
が
会

社
に
団
交
を
申
し
入
れ
、
解
雇

を
撤
回
さ
せ
、
新
た
な
職
場
に

配
置
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。そ

の
後
も
、
既
存
の
労
働
組

合
へ
の
対
応
つ
い
て
や
退
職
強

要
な
ど
の
相
談
が
相
次
い
で
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
関
西

地
本
は

そ
れ
ら
の
労
働
者
の

要
求
に
こ
た
え
、
団
交
の
申
し

入
れ
、
会
社
や
省
庁
へ
の
要
請

行
動
も
精
力
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。１

月
の
電
機
労
働
者
懇
談
会

と
電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ
ン
と
の

合
同
会
議
後
、
「
12
年
合
同
旗

び
ら
き
」
を
行
な
い
ま
し
た
。

旗
開
き
で
は
、
ま
だ
ま
だ
続

く
リ
ス
ト
ラ
に
よ
る
人
減
ら
し

を
許
さ
な
い
闘
い
、
１
２
年
春

闘
の
勝
利
、
何
よ
り
も
組
合
員

の
拡
大
で
電
機
懇
と
電
機
・
情

報
ユ
ニ
オ
ン
の
発
展
な
ど
、
熱

い
発
言
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
「
が
ん
ば
ろ
う
」

三
唱
で
、
決
意
を
固
め
あ
い
ま

し
た
。

（
西
野

健
一
）宣伝、団交、申し入れで大奮闘の関西地本のみなさん


